
 本年のヨコワ曳縄情報

鹿児島県水産試験場

 (昭和43年12月23日、

 1、現在意での各県の情報

 ○日本紙

 島根県:10月上句終漁となり本年は操業船も少な一く魚体も」・型であ{た。

 山口県:曳縄ば10月中旬頃終漁となり列年より不漁で魚体も」'型魚が大部分であ{た。竿し
 11月.12月定置縄に大型魚が僅かではあるが大網がみられている模様。

 ○東支那海区

 長崎県:11月中句以降五島方面で漁場が形成された。詳細は不明であるが不漁の模様。

 熊本県:11月中旬牛深1～鯵曾根で1週間位好漁があξたが続かず.その後12月上旬鯵曾

 根～五島で2～3日上漁をみ走のみに終。た。又.魚体ば2～3㎏で女身寄りは小型

 魚が多か。た。本年は全くの不漁年め模様。

 ○太平洋区

 和歌山県:11月上旬ソーダガツメと混獲がみづれ.中旬は潮岬沖5浬附近が主漁場で熊野灘

 江須崎カ面は漁期が赴くれている。12月現在各海域とも」・漁が続い`いるが,集
 中的牟漁場ぱをく漁船は散在して操繋している模様。

 宮崎宰:一9月細島沖でシイラ,シビ骨と混獲され一〇月より細島沖.沖津沖でヨニワの混獲増
 でみbれるようにな{たが.1隻20～40kげの漁獲に終うた。11月は油津沖で・カ

 ツオ混りヨコワを一隻2～97kg,12月ば油津沖で1隻2㌔50k9の漁が続いてい

 る。魚体は一1.5～2.0k厚の」・型魚が多いも今漁期は好漁とは言えたいが」・漁が続いて

 いる模様。

 鹿児島県:初漁は例年よ匂早く1一月中旬翻一島近海で1週間仕ヵヅカ混りで若千好漁をみたが

 その後続かず野間岬、枕崎～開聞沖合の極く沿岸審り,竹島.黒島.種子島各海域

 で僅かに小漁があり集中的な漁場は形成されていなへ魚体は1.O～3,0ゆで型が

 そろわず.叉船間による漁獲差が大望く.1目1隻2～30尾程度とな邊ている。

 なお・.カツオの混獲割合は昨年より多い。

 2.枕崎港に卦ける水揚量の経年変化
 枕崎港に為けるヨニゥ曳縄の水揚量をみると59年は好漁年.40年を不漁年として41..

 42年は少しづつ蜘口して普通年であ瓦'別漁獲量は各年とも大きな差があり.不漁年は「
 般に輯期は短かくなiている。
 叉、初漁期好漁しても好漁年とはならず,反対に初換期不漁でも必ず一しも不漁年とはならず漁

 況はその後の海況に左右されているようである。

 「註一枕崎港に水揚されるヨコワは主として鯛～開聞近海で漁獲されたものが主である平
 水掛量は必ずしも本県近緯のヨ昌可漁況を代表しない。

 3.ヨニワ漁況と海・泥との関連について

 、4&.・・



 本県沿岸のヨ=ワ漁況は冬期に冷たい沿岸水系の南下張り出しか強い年峠好漁年になる事が
 多く,反対に水温が高めで沿岸水系が弱い年,暖流水系が広く沿岸域に接岸した年、及び冷た・

 くても著しい冷水が発達した年は不漁年のようである。

 率年㍗率在までρ梅沢牽みると夏期ま下低めであ{たが二割船岸域.窄降亭.12月現在で舛全
 般に秤並とを次叉黒即現在でも接岸傾向でそ坤輝況の冬警9=師頑㌣批ている
 な牟.。本年1.2月=の耳郡海域々海況ぱμ1年に類似←てりろ.。牟㌻繋潮の韓苧奥向が強つ為に
 薯←い沿岸水系の張り出じは見bれてい在りが甑卑尊芦臣域.㍗下層(水深一10.口m内外、下は岡・
 年より2'C前後低い顕著な冷水が現われている。.し走が。て今後暖流水季ρ接牢が弱一ま柞ば
 この南下冷水は表面近く一まで顕著に現われてくるものと思われる。

 4.本年度ヨコワ曳縄ρ予想

 本年のヨ=ワ群の来遊華は現在までの各県の漁況幸声合する土一時に集中的に漁場牟形成さ
 れた緯域がたく.小型魚の漁が散.発的に見られ先のみ.で漁期も遅れている事などかうして多い

 とは考えられない。

 叉.梅沢を見ても黒潮は接岸傾向で一部高目の水温に転じた海域があるをど好・条件とは言え

 ない。叉現在水温の下降状況は暖かで通水温帯が広いので魚群は広く粗に分布するものと思わ

 れる。

 以上のように現在までの漁況緯況の推移から好漁を期待する材料は見当らをい。従一て現在..
 のところ不漁とをる公算が大きい。

 しかし.本県西部海域鮒沿岸水と思われる南下流が襯損1」され.対馬方即冷卒雌り出し
 も増大する傾向にあるので海況的には好条件へ移行する可能性もあり漁況も一時好漁の期待を

 持てそうであるが、それにしても多ぐは望めな㍗であ=ろう。
 ※試験船"かもめ出のヨコワ漁場調査

 当場てば11月中旬・12月下旬の2回・か李め・午て準場調査を実施して㍗ま・すが今後
 も明年2」弓頃一までは引続きヨコワの漁況調査を実嘉し育すρで沖合での情報交換ぱ27MC(

   u一」'一''^由一1ロー一一一']」リー'W]一"一肌山^㍗一“二.一一・一1一'一∵一一川^^…一'・ス…MC・・…07MC・・7・9・・MC僻地してpり・叉各航蝉の調査蹄は当場発行の漁況11週報とも記載します。43年12月下戸水(1q0ω水温分布

  
   オ    黒潮奉琉球'屯¢〃3〃2〃ノ〃

   3・337訪3gψ〃・瞬

   43年.12月上句表面水温分布及海流図枕崎港におりるヨコワ水揚経年変化43年12月上句表面水温分布及海流図  枕崎港におりるヨコワ水揚経年変化
 一49■I←二1.。。.。



 バショウカジキ流網漁業調査

 1目。.的

 この調査は朱利用漁場調査ρ一琴キして特に外侮坤の末利用漁場に歩ける流刺網によるバシ
 ョウーカジキ漁獲試験とその漁場形碑の可否について調査することを目的としたものである。
 本県の沖合.沿岸域の海浜的な環境は.北上する暖流勢力と南下する沿岸系水勢力のそれぞ

 れの消長により複雑な変動がみられ、叉魚群の来遊につい一でも年による変動が大きかろうとい

 うことで41年以降継統調査を実施しているものである。

 2.亮j,!子;一期間並びに調査海域

調査期間調査日敬調査海域

 第1次昭利43年8月8日～8月12日4日間種子島東部.開聞沖

 2次43`年9月9日～9月17日7日間撤二1時～開聞辛中

 3次43年9月21日～9月30日5日間枕崎沖敏島西部

3,調査船

 がもめ(14.65屯60馬力〕

乗組員船長社山光二他7名

4使用漁具

 使用漁具数20反(7ミラン1.0反.旭鱗10反)
 網1反分の構成

 イ身網

 A旭鱗15本195Cm目60目掛150肌切

 (浮子方仕立上カ90川10反

 一Bアミラy210D15本19.5α〃目5口。爵掛150m切

 (浮子方f主立」;り90m)10反
 口確.網サラγ18本19.5Cπ唱10目掛150m切

20反

 ・・浮子綱i司添綱

 Aポリローブ4.5ηレ■1〃91m1条

 B椋椙4.5肌/肌91m1条

二浮子

 合成(長さ1五5㎝巾4.5C〃llを浮子

 =・方1.2肌間隔に1箇伺す

 ホ浮子

 旭鱗蝋A沙裾網の各反縫合の下部に2反間隔に鉛製メモリ(4α帥を1ケ(詞6列
 村した。

 5調査線の設定

 種子島東方海域てば41年度以降の調査により漁獲可能の範囲については大凡の見当がつい

 たが魚群の同海域への来遊については在拾検討を要したので.調査線の設定については原則的

 には距岸5漫以内の範囲の均等調査ρ方法をとりながb主体は過去の調査で漁獲のみbれた場.
 所に拾き.漁獲があればその噛所での集中操業も行なう一ようにし。父枕崎～開聞.籔島可部で
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 ぱ距岸5浬以内を均等に調査するようにした。

 6.調査の結果

 イ調査海域別調査日数巻よび調査日数,漁獲尾数第1～3次の調査経過は第1表のと缶りで
 それぞれの調査位置を第;1～3図に示した。

 バショウカジキの漁獲位置と漁獲尾数は第2表に示し漁獲に要した日数並びに回数は第3表

 のと拾りであ。走。

第1図調査位置図 (種子島東部)

 第2図調査位置図(枕崎～開聞沖)



第3図調査位置図 (甑島)

 第2表バショウカジキ漁獲位置と漁獲尾数

          漁獲位置尾数海域名

          投網位置揚網位置

          43.8.1030,131[Z82N04.8E30。白13口27.5N.03.4珂.1種子東部
          8.1231130oo.12が25.2N・031130口13N26.フE1えい...沖

          9.1ト1131150o』13.8N16.8E31,130.『1319N1ア.6.E.1.!枕・崎…沖
          λ1ミト1231130口。12.バー曼一一1.今1聖一31.1-30一口12.7N-20.2皿2えいI沐一

          9,12～133…130oo13.7N22.3E31,130。13.8N21.4J蛆.5o

          9.153・1,130.。09.6N31坪51..。.130二.10.3N2ネ8亙1開'聞沖一
          9..1631130oo08.5N33.8周31,130。08.4N32.8旦・2〃

          9.一263コ。129p5季.5加一I一'54.7E31,129。55.2N5ア旦1こしき北部

 づ七パ・.



 第3表海域別調査実績とバショウカジキ漁獲尾数結果表

種.子島東岸域  枕崎～曝聞域 甑島1]]観

 年醸欝蟹議轍醸欝欝醸戯醸醸醸回・.轍
43,851151111211
43.9841451146

 書13↑1511951る.61246

 海域別の調査結果についての検討は以下のと払りである。

 τ〕種子島東部海域

 41.42年度に行。た同海域での調査結果は調査日数に対する有為日数の割合は50%,

 誰溢日数に対する有為回教の割合は25～50%であ。たが1日当りの漁獲尾数については

 1日1尾で全有為回数の80%みられ,有為日数の割に漁獲尾数が少ない点がを恰検討を要
 する問題として残さ孔た。・
 43年度の調査では調査日数3日間で有為日数33%有為回激20%で漁獲ぱ1尾だけで

 あ{た。

 今回の調査は過去に漁獲のあ=た範囲内での調査であ。たことや.叉既存漁場の漁況が平

 年漁に近か亡たこ一と等からみて同海域への来遊量自体.あまり瑚瀦1できないとい{た感じが強

 い。

 亙)枕崎～開聞域

 この海域は水深60-m以浅9極沿岸域が既存漁場と友{でいるので調査船による調査はI

 水深60椛以深について主に実施した。.
 結果は調査日数9日間で有為日数5日.一;調査回教16回月=I有為回数6回で漁獲尾数1-2尾

 であ{た。

 極沿岸域(既存漁場〕と比較的沖合域での漁獲状況を比較するいみで民間船と調査船との

 漁獲状況を比較したのが下表である。

      民間船(11統、7.13～9-11調査船

      有為月日有為統数漁獲尾数調査月日漁獲尾数

      44.ア.13118.111

      8.26129.101

      8.3122叉112

      9.2932..λ125極沿岸域

      9.111・一・3λ151

      9.162

 民間船の操業は悪天侯時を除き殆んど連日出漁している状況セあiたが有為日数ぱ7月13
 日～9月11日の問に5日間という結果である。

 これでみると極沿岸域てば有為する機会は少ないが来遊があれば漁獲は大きくのぴている

 一方比較的沖合域てば有為する機会は多いが尾数は少ないことが特徴約である。

 従{て極沿岸或で無為が続くようであれば少し沖合域に出ること屯漁獲量璃加のr方法で

 あろう。

 一5る'



 丘〕甑島北,西音戯

 飯島西都域で牢バショウカジキの来遊は少在・いようで定置網等への大網もあまりみられず
 又、41年度の.全海域での調査でも漁獲ぱみられなか{た。
 本年度・は一筋.島北部で1尾漁獲があ百ただけ一で西部域ではみbれをか。た。

 口比子使用による漁獲効果

 41.4字年軍の調査では漁具流速0-8ノリト早上の時には漁獲がみられないという結果が出
 た。これは漁具が沈子綱を有しないため速い流速の時には網.成り不良の結果と想.足されたlD

 で本年度は旭鱗網地(A網)に沈子を使用してみた。

 (鉛製コモリ(40穿〕を各反縫合の下部に2反間隔に1ケ.詞6仰吋した、

 沈子を使用しなか`たアミラン網地(B絹一との漁獲状況は下記のとおリて=易自た。
 A網(沈子使馴.漁獲尾数10尾
 B網(沈子をし)〃4尾

 漁獲結果からみれば沈子使嗣の漁具が沈子友しの漁具より漁獲が上廻,ているがA網には

 既存漁場に拾ける漁獲が含まれていることや漁具流速が下表のようにあま均速くなか。た
 関係で流速が逝い場合での比較はできなか。た。

 海汐流による漁具の流向速結果表

       …肩査有為漁具の流遜浬/時
       海域名流向日㌫回数最大最小平均
       .・種子島東部SW系31'0.40.30.4

       N皿系20.60.50.5

       枕崎～開聞W系1140.40.20-3

       国系520.ア0.2O.4

       甑島北、西部N系210.6α3O.4

       S系40.9O.30.4.

 zバショウカジキ漁況予報の発表

 当場ではバショウーカジキ流網漁期前に漁況条件や外海域での延縄による漁獲状況二1本重組成
 等から資料を分析し別紙のような予報を.発表し関係漁船.漁協などに参考資料として配付した

 昭末口43年の鹿児島湾附近における
 バショウカジキ漁況の見通し

鹿児島県水産試験場

 (昭和43年8月7日I)

 1.今年の海況の状況

 鹿児島湾口附近に卦けるバショウカジキ漁況を海況的にみれば湾口附近の水温が例隼より春
 期た低く夏～秋期に高い年に好漁する傾向がみられ,夏～秋期に水温が低い年.或いは沿岸水

 一。一与4一



 の張り出しが強く,湾p附近で水深各層間(特に表層～3q肌層間)の水温差が欠き。い年は不
 漁となることが多い。一

 7月観測では湾口附近の表層～3.0.椛層間の水温差は昨年同期は一万かなり大きか≒岸が(第
 2図〕薩南沿岸沖合域の聚繭水温は7月中・下旬になさて剛年並に復し,8月現在例年土り高

 目の所が多く宇{ておグ梅沢的には好条件と差i一て一いる。
 2.沿岸域の漁況

 鹿児島湾口附近のバッヨゥカジキ漁況は春期に白ける沿岸域のマアジ,サス等の餌料魚の来遊
 が多い年に好漁となることが多い。

 今年は県下沿岸域にアジ仔、サバ任の来遊が多く八日1綱の漁獲状況からみても開聞沿岸域では
 サバ仔等の来遊は列年より多い亨(第4図i
 た∫湾内部てばアジ,サバは例年より少在か・。たがカタク子の好漁で漁獲量は昨年をや㌧上

 廻る程度セあヨた。(第5図〕一しかし8月にはいり湾内でばアジ.サバの好漁が目立iてきて

 白.り沿岸域の漁況か宇みてもI好条件とな。ている。
 争近海域のバシヨオカジキ漁況
 種子;駄及び鳥島近海一に白ける近海延縄船によるバショウカジキ漁獲尾類(7月〕ぱ1隻
 2口尾前後の有漁船が目立ち五I0年以降てば最高を示し近海域への来遊がかなり多いことがう
 かどえる。.(第一1表)

 湾口附近の流網による初漁は昨年より約2週間界い7月16日にみられたが湾内3漁協の7

 月中の水揚ぱ54尾(昨年124尾)で少なく8月にはい立てや㌧活況とな害先が8月1～5

 日の水揚・ぱ15ア屋(昨年235尾、と昨年よりは少ない。

4体重組成

 現地てば初漁期に」・型魚の多い隼は好漁すると言われる。42年(38年に{火ぐ好漁)の魚
 体は19～22ゆが主体で近年てば小型に属寸る魚体であり,叉38年の魚俸ぱ26～29k身

 ρ比較的大猟であ・たことかbみ不漁榊ミ…獅は大型十型ではつけにくへ
 43千の種子,屋久及び島島近海の6,7月の件重組成ぱ18～21榊が主体とな{てむり

 湾口附近への来遊群は前年同様一・型魚が多いと推定される。(第6図i
 5.今年の見と圭・し

 (旦〕薩南近海,沿岸域では7月中下句にはい。て急激な昇温がみbれ列年より高目の所が多く

 な一て釧=,湾口附近の表層～中揮への外洋水の影響は今俵顕著とな石ことが考えられる。
 叉沿岸域のマアジ、サバ等の来遊杯洗並びに近海域におけるバショウカジキ来遊状況からみ
 ても好条件がそろつて拾珍.今年の鹿児島湾口,湾外.西薩海域での漁況は昨年並かそれを

 一や㌧上廻る漁獲が期待されよう。

 12グ7月I観測の状況からみて沖合水の影響は湾内部の中層てばや㌧紅くれて缶り.,湾内部への
 一本格的な来激瞭』赴くれる可能隼が強い。しかし.一現在の海況的推移かうみて漁期後半好
 漁が期待さ“昨年並の漁獲は期待されよう二

.“5.5.F



 小型延縄船の延入港隻数とバショウカジキ水揚尾数(鹿児島市場)

年月

4-0..7

4.1.7

4.2.7

4.3.7

延入港隻数

80

137

127

141

水揚尾数

一478

8章21
674

1,972

1隻平均尾数

5.9

 6.o'一

5.3

13.9

 バショウカジキ漁雲量県計

 定置マアジ県計

八田網総漁穫量(古江)

 定置マアジ(川尻)

 刺網によるバシ目ウカジキ漁

第1図  バショウカジキ漁獲量及び定置,  八田網漁獲量の経年変化

第3図 定線図

第2図  定点別各層の水温



第6図  バショウカジキ体重組成

第5図 八田網水揚量(山川港) 第4図 八田網水揚量

(枕崎港)



第1表 調査経過表 (第1次)

      漁具旭鰍A麻3ン(B、BAA=B

      調査月三日43.8.8～98.98.9～10〃

      調査海域種子島東部〃〃〃.一

      天'一一候bb

      気圧1,0141,016

      気温`      気象・海象風向.風力Ca1皿      波浪.うねり

      漁具流向流速NH0.6/hSSW0.4

      表一面2Z427.9

      水温1口'π20m30m2フ.2'24.426,926,226.2
      採水瓶番号

      投網時刻23.33～23.41。24.Oれ2-4.111.9.32～19.411叉20～1927

      "位置30.31.3N131.38E30051.8画131。口4.9通
      揚網時刻04.03～04.5503.00～03.45・・1州・・上製・

      ・一位置3パ5-4.3N13ド04.6E5n.30.2N亘一0E
      司向,反数S皿10反NW10反SE1版S週10反

      漁具使用時間4h22肌2-494τ523上3B

      水深投網始・終36～55肌84～7280～98      揚網始・終1'lO～103肌44～58112～11665㌻50

      FLサバ1尾19.5㎝      漁獲御棒長組成FLサバ19砒〃12122.2198'メテカ23.5
一58日



     BABA]∋

     43.89～108,10～11〃".43.8.10～11

     種子島東部〃〃〃種子島東部

     b

     1.0141,口10

     W1WNW1

     02

     SSW0.3SW0.4NNE0.5
     I■

     2Z628.02Z7
   

  
2Z726,125.4

     一

     01.30～01.3718.40～18.砧18.55～19.0200・45～90・5400.30～00.40

     30.29,9N㍑1.03,6画30.28.9N131.0.与.8逼30.2ア.5N131.02.4B
     05.30～05.5922.45～23-1523-3トロ0.5PI一04.15～04.与303.37～04.05

     30.28.8N131003.1E30口27.5N=131.05.4昼30028.フN13.1[03.4E
     NW10反E10反S苧10反NNWlO反WNW10反

     3h-53固3-574一…8一3-212h-56肌一

     58-54肌130-140140～150110～105118～120〃

     一03～102肌150～130150～115150～110

     ]ヨ1■マガツゴ48.5o閉FLサバ20C〃25,524,823.3シイラ64.0バシヨ15a:〃1ウ斜
 一5Ig}



    漁具旭鱗財ミ坤与.』一B.B.

    調・査'月日一一帥トjち=...〃

    調査海域犬・川前〃

    天候i〕b

    気圧1,0081,012

 
   

気象。海象山L'     気温

    風向。風力N1N皿1

    波浪。う舳.

    漁具流向流重E0.5E0.4

    表面27,8・C

    水温10m201〃30肌26-4229一
    採水瓶番号

    投網時刻22.54～23.0202.25～02.28

    〃位置31]14.2N150.22.5周31,129N13口。25.2且
    揚網I一時効一D1.蝸～02.0005.05～05.37

    〃位置31.14.2N130.24.1E31013N130.26.7E
    投網方向。反数一WlO反NlO皮

    漁具畦嗣時間2,758・。・2-37

    投網.亮・終40～4270～55

    水深揚鑓..妊。絃2ト30一.75～64
    バシコウ174Cm;

    漁獲物体長組成

 一6o・



 (第2次i

      漁具旭鱗(ム〕アミラン(BlA..B]≡…B

      調一'査,月日.4ユ9.9～10"〃       9,110～11

      調査海域南聞沖〃"       枕崎沖

      天候bb

      気圧.1-0111,013

      気温      気・象。・海・象風向。風力S届1N週2N甘      波浪。5ねり1.f2.2

      漁具癒向流垂W0.2E0.7皿N皿。;2

      表面2ハ27,2

      水温10一肌一2d.一'肌5口肌27,127,126.62Z12Z0一'
      採水瓶番号

      投一網時亥目2口.55～21.0821.17～21.2502.52～03.p018.54～19.02

      〃位・置3.1.1i8N130.26-1E31.12.2N130,225E31.13.8N13口。16.8瓦
      揚網時刻01.25～02-3000.35～01.1505・0子一05.4022.40～23.15

      ・位置31“14N130.25亙一31.12.2N130.24.1瓦31.13.9N130.1Z6E
      投網方向。反数SW10反ENE10反N10反Sて0反

      漁具使用時間4h-17肌3～10m2-05き一38

      投網始。終26～事072～6598～9260～82

      水1深暢網始。終70～6676～76106～10ア62～62
      シュモクザメ丑Lメテカ5π朋

      漁獲物体長組成F■メテカ22,828,529-728,728,821.8FLメ手カ2Z5292828
・・'61}



      漁具旭鱗(A〕アミラン(=BlABA]∋

      調一査月日9,10～11〃叉11～12〃

      調査海域枕崎沖〃頴娃沖〃

      天候b

      気圧1,0161,018

 
     

気象。海象気温       風尚・風力SSE

      波浪。うねり

      漁具流向流速WNW0.4WSW0,3

      表面2フ11

      水温10m20肌30m一'一2ア.0
      採水瓶番号

      投網時刻19.10～19.2600.50～00,581"卜1・lll19.43～19.53
      〃位置6パ{“N130.19。ア且31し129N150.21.9.巴

      揚網時刻23.3口～00.18一04』]吐一05.4000107二肌562引ト2355

      "年置31.13.8N13糾1&3E三{。12,アN130.20,2瓦
      投網カ1い反数H10反SW1口反SSW10反NH10反

      漁具使用時間4h-04m3-021.一503-17

      投網始・終10ト9384～10696～100102～1口0

      水深揚網始。終100～10296～103102～104104～103

      バショウ153.5FLサバ25.7α〃2一.2バショウ142152FLメテカ27C〃28.5      漁獲物体長組成

 、る2一



     ABABB

     43.9,11～12〃9.12～13"9.12'13

     '〃〃".〃

     1,0191,017

     ESE3SE3

     3.33・3

     SW0.4W0.2ES田0.2

     一一…■一

     01.32～01.4501,50～02.0019.04～19.2119.28～19,3601.06～01.18

     31.12.6N130.25.7週31,131ア上1130.22.3且31出13、州司3ゼ.205E
     05.22～06.0004.45～05.1622.30～23.4023.50～00.4004.15～05.00一

     31。一11.9N13口。22.3把31.13.8N130.o21.4児51.13.アN130021,1E
     S10反N1口反S10反N10反

     3h-37肌2-455・一094142担一57椛

     84～9194～9332～68ヲ0～724口～7.3

     9フ～10298～9736～6178～8545～54

     メテカRL20～2Z'"!計21尾.]∋工・バシ目ウ16馳〃1621471621491,・ガツメF工41メテカ26・・21フ,5・。
 →ト



      漁具旭鱗(Alアミラ洞.AB.B.ム

      調査.月.∵目一.9.14～15〃〃〃'・

      調査拝、、域

      天......侯..b

      気圧1,019

      気温一      気象。海象風力一NW1      波濃、うねり.1.1

      漁具流向流遷NW口.3WNW0.2

      表面=26.9

      水温10肌       一〇一

      20m

      採号

      投網時刻19.24～19.3419.42～19.5100.13～00-24口0.40～00.50

      ・・一一、使ζ置31.12ゐN130.26.2週31.11.6N130ラZ8冊
      揚網一時刻22.ロロ～22.3522.50・一23-3004.40～05.1504.00～04.35

      "位一・置31目13.2N-150.25.2E31.11.8N130」26.9把
      投網方向反数S10反N1口反N10反・S10反

      漁具使用時間2-262-594'163h-10肌

      水深投網始。終6ト8086～81108～90112～154      揚網始。終62～46ア4～6078、一ア1102～δ3

      漁獲物体長組成FL百Lメテカ21、射〃21,421,022,021,522,321,221-821,125,032,022.1250FLサバ24.ωπ23,325.5≡{1・・
 一一↓64一



   AAB

   .・享.1ト16〃9.16～17

   bRR
   ■

   1.013岬1字
   一I一一一

   !
I

   N月2H.;一1一

   NWO,3WNW0.2WO.3

   26.9

   18-4ト㍗0023.45～00.2019.02～19.10

   31[09.6N1ちO.31亙31,091N130.32.2通31〕08.5N1卵、3.8昼
   22.35～23.2003-45㌻04.2口21.35㌻22・20

   章1.10.3N1.30]29.8遭31.09.2N130.31.3E31口08.4N13口。32.8亙
   S'i0反S10反理、lO反

   3一.353-252-25

   68～145130～20222事～書40

   180～130.120～184240～230

   バショウ146メテカ20～29㎝1記52尾Fエメサカ.24,820,830.72Z3サバ24.7・^ガツカ39.3B皿バショウ15フ仁''1=1141サミ25.5メチカ26,2
 ...一三二6・5丁

.一`,..

「'



(第3次)

 漁具旭鱗〔剣アミラ窄〕

調査月日

調査海域

天候
気
気圧

象

気温

風向風力
海

 波浪。うねり

象

漁具流向流速

水表面

 往2.U22

枕崎沖

1,Oぐ3

 N昼3

WSW0-2.

26,5

 ・B

 926～2一て・

甑島

。

1,口16

NE2

 N固。,6

23,8

A

〃
〃

 92ア～28

60

1,017

SE2

SSW0.4

24,8。

10m

温20肌

採水瓶番号

投網時刻

 〃位置

揚網時刻

 〃位置

投網方向反数

漁具使用時間

水投網始終

 深「始終

漁獲物体長組成

18.47～18.57

31012.5N
130.21,5里

 22.35～2王20

 、二;:;融
}冊10反

4-18

9ト97

100～100

18.08～18.15  18.22～18る2

51053.5N
 129054一ア」田

22.20,D0.10 21.20～22.15

31.55.2N
 1290.5ア」団

 N10反S10反..

4一口52'48.

 77～アア77～7フ

76～7777～77

 Bエ

ノ{ショウ159
FL

サバ26.5
2ア.0

シイラ54-O

18.20,18.32

31.53-3珊
129048.8一国

 23.00～24.0口

 3105報.8N
 1129。一価亙
 W{0度

4-28

96～106

92～50

166一



     A.全AAA

     9.27～28一9.28～29〃9.2ト3I〇一一9.29～50

     '.、

     甑島・〃〃〃白一派沖

     bC㊦C一

     1.0181,0201、口191,018

     N1NW2N1

     22

     ■'}.WSW0.5S0,3ESE0.9WNW0.3
     i24.625.625.9

     .i.

     18.40～18.4918.3ケー18.4722.17～22.278.14～18230.2二55～03.02

     31.46.3N12?。45.1E31.45.5N129.41.8里31.35.9N129.41.5E=3パ14・130.23.1且
     20.49～22.3口20.55～21.4000.37～01.3口9,30～20.0005.10～05.45

     31口46N129.43.9週31.44.5N129.41.8週31。=35.5N129042.6過30.14,2N150.22.4亘
     理10反S瓦10反・S月10反S.10反.一S10反

     2h-00肌2一≡1買2-101-072h-081児

     1127～110150～120一41口～340122～20034卜68

     100～100130～153280～280180～13070～40

 、.一67一



沿岸海底調査

 ・・ユ.目・白勺・・・・…一一一II''=

 薩南海域は魚族の豊富な漁場で県内船は一もとより県外船にと=ても利用車が高いが、.そ札雁
 もかかわbげ天然礁魚軍衣とについては断片的な知見しか得bれていない。
 本試では長鰯海底調査一に基き,昭和39年度からこれを実施し.本県沿岸域の緯底の状態を1、

 明ら赤にし、大森礁の発見或は既存樵の位置.形状を把握し漁場の高度利用に供するのを目的
 とする。.

 z調査方法

 a〕一調査船さつなん'116屯57520馬刀
 bつ調査方法

 (1i調査期間昭和43年9月2日～29日

(21調査員調査員2人船員18名

 (3i水深水深は海上電機製魚群探知機垂直用D-4型を連続作動することにより
 測定した。叉水深は潮汐表により最低書湖面からの深さに修正し。.海図

 と同基準とした

 て4、位置測定海底平坦な海域では10分内外の間隔で起伏の激しい海域では5分内外

 の間隔で測定した。

測定器具

 O一六分饒.2台船↓で同時に測定
 ○レーダー各点で撮影し帰港後ネガを投影機で10倍に拡大し位置決定の参考に

 した。

 ○トランシット陸上に離し・トラ〃'バ二で連絡して大分饒・咋ダ'と同Fに
 (1台)船の方血を測定した。

 (51調査・線

 .別区の如く1浬毎の碁盤の目状に92調査線を設ケね・
 一総'一長q300浬

 (6〕調査繊
 別区のと合り,竹島.硫黄島周辺の約600平方浬の海域

 3.資料の取京≠め
 5プヨ赤の1地図↓に調査線を記入し魚探記録かb水深を転写50m毎の等深線を記入し。起
 伏のある海底は霞に詳細た水深及び起伏の状況(例えば記号に.より23肌の凸状.1・6肌あ
 凹状等1を記入した。

 原因は写真撮影の上.ポリェテレ;・乾板(通常海図入)に焼灼けてそれを青写真にするこ

 とにより男1」図海底図を作製した。

4資料配布状況

 昭和43年度の配付状況は次表のとお・りである。

 ・=φ8一



          大隅東部海一域枕崎沖至開開海域開聞至佐多岬沖野間沖北西海域坊ノ岬西部海域甑梅島域総括編(敵島～枕崎)合説

          その1310部その2〃79フ4139その113その2131
          詞620〃7974139計261822  

        
ら方1。'o¢ノ.。夕'1㌻/1)伽ρ〆ビゾ×''イ(・)o21'31黒i島舳汽1箏/

 
         

F/

          調査海域図

39年度

40〃

41"

42"

43"

調査海域図

 甑島海域その1その2

野間岬北西海域.坊岬西部海域

枕崎沖至開聞海域.開聞至佐多岬沖

 大隅東部海域.その1その2

 竹島～硫黄島海域

→9.



漁業用海底図
 竹島～硫黄島近海

昭和43年度

鹿児島県水産試験場



43年度調査計画図



漁具漁法調査指導

 Aニテ縄調査及び研究会

1.目的

 先進地に歩ける漁具,漁法の紹介,又現在操業されている漁業で改良すべき点をどを調査し
 一般漁船の操業の指針に供するのを目的とする。

 2.ゴテ網調査の概要

 43年度ゴテ網を取り上げ.先進地及び県内に白ける漁業調査を実施した。
 ゴテ網については予備調査として昭和39年度にも福岡,佐賀県で実施したが43年度に拾

 ける調査の概要は次のと卦りであ瓦

    年月日調査地調査内容担当着

    43.6.4～5鹿児島県市来町漁具.漁法.水揚状況、乗船し8ミリによ竹下.岩倉
    る操業状況撮影.自記深さ計による浮子.北上

    浮子方の動きの調査

    福岡県西ノ浦二そうゴテ網,調査内容は市来町と同じ
    7.1一ト18〃姫ノ浜一その〃〃〃岩倉、川上
    11,15～16珪1芭児島県1[内山漁具漁法水揚状況.自記深さ計による調査竹下.岩倉

 3。調盈一由果

 調査結果を調査資料として別表に示す。

 資料について若干考察を加えれば次の÷島りであ瓦
 a〕許町条件

 第二表は各県のゴテ網の規制であるが特に鹿児島県の場合は共同漁業擁内の操薬しか
 認めbれていず(他県は共同漁業権内を禁止し権外を許可}他県と異。ている6
 り漁具

 第二表,第1～2図は漁具の各部の構造を示すものである。本県の場合、網地の酉己置

 が福岡県の場合に比べて単純で.袋状にをるよう工夫が必要であろ～
 叉本県の網ば網口の高さの割に袖の短いのも特徴である。

 G1漁獲量について

 福岡県西ノ滝の二そうゴテI網の昭和42年の水揚をみると全水揚の47%を占めてお.

 りゴテ網が.主体である。

 1統(2隻〕の喘和43年5,6月の2ヵ月間の水揚金額は平均2口2万円(最高2
 97万円.最低58万円}で1続1ヶ月平均では1-01プヨ円とな君ている。

 娃一ノ浜の一そうゴテ網てば同じく43年5～6月の2ヶ月間で1隻平均73万円(最

 高104万円.最低46万円1で1隻1ケ月平均57万円である。

 鹿児島県の場合I市来町を見ると43年3～4月の2ケ月1出で1隻平均126万円,

 1隻1ケ月平均63万円とを。てい㌔

 これを見ると姪ノ浜と比べると市来町では1隻平均は上廻。ている。

 しかし共1司漁業権内での操業しか許可されていないため,魚群が沖合へ移動する時期に
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 追跡して操業できないためか漁期か短く、年を通じ0D水揚量は大きく劣ヒている。
 a〕自記深さ計による浮子.沈子網の高さの計頓Ij結果について
 第4～5図は自記深さ計をコーチ網の浮子.沈子縄に結付し時間毎の大きさを計測し先も
 のである。

 第4図ば長崎県水産試験場の資料である。

 A丸一一一一一→の場合が理想の彩と思われ.網口の高さ李最低を2帆として5～7
 mを保有ている。

 B丸では網の沈みが卦そく捲き上げ.が速い(網が軽いヨの一で網の底着時間が短く,し.か
 も網口の開きが」・さいので漁獲能筆はよくない。

 C丸は沈降速度は速いが機関の馬力不足で捲き上け速度がお・そく,目一プρ引き締めも
 不.充分なため網口は必要以上に高Iくを。てむり漁獲は芳しくない。

 第・即当栖で調査したもので識計1ケのみの書1測繍である。
 浮子・準子網についてI司時記測舛できなかヲたが浮子江チ綿の状況を昆革べて見ると大
 体細成りぱよいように,昏、われる。

 しかし将来より深い海域で操業する場合は沈子を強くして沈みを速くしをけれぽなら
 をいと思われるが.その場合は機関の馬力も大き`するなどの措置が必要であろう。

4.講習会開催状況

 漁具・漁凄・鵡状岬髄結果.。・11撮影による鱗状況;坤で作製した漁具模型等
 に.より次のとむり講習会を開催した。

 a〕講習実施状況

          開催議題会場主催者対象出席者
          年月日県本試業者1他言{

          44.ゴテ網調査報告市来町本試地区竹下
          1.30並びに研究会公民館漁業者徳留

          3岩倉14121

          44           〃ll-1丙巾〃〃330137
          1.31漁協

 b)講習内容

 は〕漁具模型による各県ブ手網の構造の差異について

 1218ミリ.カメラによる先進地(福岡県〕及び市来町のゴテ網の漁法の紹介
 (3)自記「式深さ計により計測さわたゴ子縄の浮子,沈子・網の時間的な開きと漁獲量の関係
について

 1句その他

(51質疑応答

 B九州山口漁業分科会

1.目的

 九州、山口各県水産試験場,漁薬関係担当者で構成されている分科会で昭和41隼5月発

 足し九州、山口地区の漁具漁法の紹介.漁業全般についての意見交換を目的とする口

 ・73一・



2.
3.

実績

 現在迄に6回開催され主として刺網.小型底曳網.釣、曳縄、漁具の調査を実施した。

 を沓第5回は鹿児島県が担当で下記の要領で開催した。

 開催年月日昭和43.4.18㌻19

議題

 a〕刺網についての検討

 b〕小型底曳縄の検討及ぴ取まとめ尉D選出

 C)講演

 a〕各県の昭和42隼度の事業結果の報告並びに昭和43年度事業計画の紹介

 elその他

刊行物

 分科会で取り上げた刺網について各県の分を持ちより撞当県(福岡,長崎,佐賀〕で修正

 し。東京大学.大島泰雄教授,東梅区水研、宮崎千樽技官の監修により下記の印掃物を出版し

 た。

書名

編者

 西日本海威にお・ける刺網漁業

 九州.山平「コーツ励試漁業分科会
 鹿児島本試では20部を印刷し関係者へ配付した。

 イ4一



 ゴチ網調査資料

 (第」表i各県ごち網許可統数及ぴ規制一覧表

     県

     項目鹿児島県福岡県長崎県佐賀県
     許可東町73・二そう83北部223二そう15

     出水雨41西〃176
     川内市15一・そう竈.{124一そう69
     爾来町8     統一致その他8{ローラー句208手曳127
     =5胃1145書{418言立523書『84

     5屯未満二そう30.翫.以下5屯20,寂以下.二そう10屯25.馬力
     漁船一そう5〃15"

     馬刀ばなし一そう20、慢鋤下以下

     二そう4.1へ12.31北部4-1～1251
     漁期周.年3.21～12,31

     一そう5.1～1.31南部2.1～12.3.1

     袋網をつけては袋網をつけてはな
     漁具の形状た一し

     旋bないらない

     返し・縄なしっけてはならなつけてぱならなつけてはならない
     いい

     漁法なし曳網しでは衣ら曳網してぱたb曳網してぱならな
     ないないい

     曳綱の長さ      な・し3丸以内を」(以前ば2     (片側1丸以η2.5丸以内

     二そう8節二そう8飾

     網目な一し一そう14"より大たし一そう14〃より大
     きい目を使用のこ。。きい目を使用のこと

   
  

と

     漁場共同漁業権内共同漁業権内を除共同漁業擁内を共同漁業権内を除く
     一く'除く

     浮子方の長なしなし24肌以下圧し

     さ

     超,電力ぱ55馬刀一部構内で認めている
     備考以下36統(51ものには2屯8馬力

     隻〕1.5丸以下
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(第一図)  ごち網正面図

鹿児島

(rそう)

新潟

 (一そう)

 福岡(一そう.)

福岡

 (二そう)

 長崎(二そう)

50m.・

縮尺  500分の1 ・一ア6一



1第二表)  各県ごち網比較表

     項黒一名'
     目・鹿児島新潟

     一1串雲崎

     一そう.二=一一ぞ真の捌一一そ1、グ^一そう

     屯.操業馬刀人員2-5屯一5～ZO.事力2,43～6屯.馬力1.一'     4γ6

     漁場水深(伜)・2ガ4030～60

     浮子榊)長(〃〕(イ)30(12+6+12〕63(・0+13斗・O)'、“
     袋部〃・(目〕613     各部の長さ袖〃・h1220     沈子綱の長33・(12.8+ア。5+12.8〕.沖5(・…1.3+、1・章1叶21.3〕
     "Z51319

     千部〃〃12.82!.3
     袋付縦の長一椛22フ2軸

     袖付〃二〕19223.3

     一袋中央"'一一〃横長同40.65λ1     33.356.2

     (へ)76.6128.8

     絹地総画碩mう袋部〃軸部〃(ト)(刊ア204212ヲ41.583999.556
     主網地の規格太さ目令.4～6本8～10箇ト化1卜.6～{2本2～4寸目6～12c〃

     '一'浮子沈子・総浮絵重刀k身世約6,215.024.D33-0

     一一一般..卑.1股.綱綱(片方〕木9-0～10.5m1+{丸なし.16.2m1+3丸75αTl
     O.58.5O,645

     ホト(へ0.53,O-46
     口)一(イ)一01夏一〇〇;α2.仙一
     ト)一イ24』]29.9

     刊÷{同X〔←←1←×0,3一}1}5.194.Z1
     ト〕÷l1似網丈1縄文字ズ目2.3-12.19

 註二袋.神面積は縁網を除く。面積は何れもマヌ目の状態の時の値浮子浮力は概略

 一.7ア、.



    一福岡長崎佐.賀

    姪.ノ漬西ノ浦.
    一そう二そ.う.一そ一う一そう

    上5屯10～20馬力3～47～8屯2u～35馬刀1隻ら名内外2～8屯10～2Q露才3～45～」O屯.29,2礪力3～7
    20～5050～10030～8030～60

    24(1α9+25+1α9〕45(18-8+Z5+18.8〕22-5(〕24(9-8+4-5+9-8
    2.3Z5

    10.918-B

    25-O(11二ぎ十2.4+11,3i450(18.8+Z5+1&8)22.8()

    2.4Z5

    .11.318.8

    1王521.420.0

    10.319-920,1

    28.141.025,7

    29-146.823フ
    T

    6-94106.855.5

    20.230.015.9

    3732241211.225672497630300=08
    6～9本9～10節㌧5脇π12本4～6節6～1説16本卜〃簡.ト60伽10～15本10節5伽江

    2.0λ48,019.54,012.4

    16.5肌1+1丸30cl〃18.0m-2+1丸45～6眈m....10.5'"1+1丸約50C〃12.8肌1,5丸約50α〃
    α6500.5750,48

    0.410.390.43

    α0960.167

    15.5、・I2ア.228.0

    16.496.4D

    2.982,77一2.00

 一アθ」



 (第二回)ごち網網地配置図

鹿児島

新潟

福岡

長崎
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 (第三表〕  二そうごち網水揚量(西ノ浦漁協〕

kg

               計組合総水揚               延隻数年月統数ヤリイーカタイ佃.イー一他Dタイイサキカワ^ギそd也                k身万円一k伊プヨ円ご壕覧螂円
               41.1、そ一182-886450
               21・21ア88・・7360

               31123248760

               1024158544,26042761661571383043864321%
               2555151.99529.05766014,795■一64,4211.260897341,6一ψ877

               2403756715158フ21,55428.23842,81914.2592221110.9481243963,265'・.87.2905971,95・・O・90,181一・・何7・8フ1・1,829・一・アー26'73327
               300一一8一一'1-541332.98413,16010066.6.2,0201,50587,2641,63294
               2709151189632;7ア23.1852-9,0229口9493461,22774
               2701015134.61599685.4.7401.266ア7,8191.511484
               140117ア8462091692112,1665.1804=6,2221025261423,02334
               1061276515,g71917フ223094,984468861,0603722302,267147
               2,058計7,12320311626.0981038ア352,2136フ、600460023973912834252058色147・
               7742.111633514.06350813080口1,308一37
               22119626940
               554061290

               41972852101
               155158,0341723222564.53056,556178082,35023267ア
               156155,73314.45528421278984,1681.7ヲτ1202252,O.43ξ7

               15270ア815153.003305暮310,8991.16210,682一夏4・1574,35アー495741.5521.340100・2266029617931.4928690
               2409153597室ノ.4445738615446-62ろO1ア1・毎90
               300101533,8732,63246,3401,49090117185580
               11211フ23.8163521.91827,57377684,846181243
               11912734314.・40289826817669551475270925

               1,163計581148,39142,5866,26041,30883,645422,77110,9211,523,69118139560



 (第四表〕  二そうごち網船別水揚金額(西ノ浦漁協)  単位万円左側は操業日数

①

                組

                年月い組ろ〃は〃に〃ほ"へ〃と〃ち〃り〃ぬ〃る〃を〃わ〃か"よ"
                421011一131112121612121弓1512;1212・12
                595千62156931046066一13ア1011ア5126169135591-09
                16・一一1.412151514161515131515151514;一
                61241681ユ61231277ア=6613210113口1331-5214395152
                141415151515一161213..佗141514・1314
                アアア153152コ。手て27635486ア718698952198069
                1181099121011101101199211.
                8662211159469605184'ア1847473909.883

                1111616.161515121515141516

                9ア3184991アア129848973ア6・821137214411193
                121414121312121214131512121213

                1-069124851口11305160110881241249712113663
                フ5111312676677771212
                113ア59986655282844193554:4053一524.8

                1212131.3・113
                1'21068799≡                 8

                1言十.ε6791口102一'105.も7938385819285、83イ014105
                54110ア2?27.78ア.一8.4コ42341366ア53581672369ア905ア09一696
                43ア96・58
                1ラ812575邑4101

                .13111..1
                23930301351.lI・3ア

                17

                3103
                7887847787777=8土ヲ
                5i24152τ84アO1301682g411512384124.仙91216姉0
                567656566'76一67'喜一16一一;
                68715311368904296'8010213398.119989B616
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 (第五表〕業種別水揚比較表(姪ノ浜〕 単位万円

                     熟'.、ご戸網1柏刺網船安一網建網サヨリ網えび漕個貝漁業イカカゴ一言一回ノリ
                     月'4142'4!4241424142414241424142444'
                     4「0252382331551814427681
                     5339650120297列82117159'31723586922268361.2,84

                     63383ア110518063346486651529461,252
                     ア259358156159367113362512158951,6511549

                     84373154711.8・014.669.12154111513021532・

                     93943442886199335415221548081,231
                     10248ア6368・・一5895250563514660416

                     1192113672661809421621316

                     125414219116582215823574

                     1フ45フ2137413

                     214712414716

                     35ア411'27558649171

                     574刀枚

                     詞.7242,2・l162,5512,83ア7ア65362.6342,2167538461553ア65840408,3378,5006,552
                     %151941504005743



よ
守

(第六表)  一そうごち網手曳ごち網船別水揚金額(姪ノ浜漁協〕 単位万円

                     船

                     名い丸ろ"は〃に〃ほ〃へ〃と〃'ら〃り'一ぬ〃る"を.lIわ1か1よ一〃走・1衛・・1                     月そ〃つ〃ね〃

                     42,558554560473850一525349256口2855タ1.10'25147...

                     6343318241862一2830262318'至O2218、12コ61、、ミー戸1一'1アー一丁乏1..・4
                     ア473ア394619682主一39.4326…I7342719188.;・2018228

                     85240381102898283876・4440千7152ア.1'8.。4一{2219229
                     9383133782412525627646..32343531、16・1・1・717157

                     101718453.・886117143?o・475パー3一5222
                     111113038フ12・'一133113302㌧

                     123・76何23

                     計24620218139940・5.161682葦3277.214147221144171907518900530

                     43.54234384427一5.231一47264228654035'9516141316

                     640283149195122336444・碑391820.13620141ア・32

                     手曳ごち網



よ
す

 (第七表)ごち鋼船別水揚表(市来町)

 単位円へ丸く43年2～5月計〕

      船月名43.345操業日弾68
      い丸1,0月2,822.716,226水揚量㎏3.8691日当57

      〃円139口,353
      ろ〃502・㍗3439,283177543

      内訳岬

      は〃一285004・104,210■5るる2ろタイ260
      に〃1,222,832484,156タイ仔56

      ほ〃501,554.501.002大一テニ350
      」・・テニ      へ1'128,555今g2      923,2.86.338.512
      テンポ618

      と〃1,1字4.772661,174豆テノボ216

      計ヅキビガイ315

      カナガシラ334

      カワハギ309

      キメ140

      エ.一ソ220

      そのイ車359

      書→3,869

  3丸(43年2～6月詞)

  操業日数67

  水揚量k94.3021日出4・

  内訳k9

  タイ201

  タイ仔57

  大子コ606

  」・子コ384

  テyポオ83.

  豆テンポ572

  一ヅキビガイ

  .カナ.ガシラ

  1カウハギ12字ラ

  ぐヌ393

  エソ1甲

  その他。1.126

  計.4,302



1.。

co

岬'

(第八表)  ごち網船別水揚表 (川内市)

                操…一アソホーツキヒ                年月船名タイカワハギ合計                日一垂二Lソカマヌヒラメ                 サバキンメ                ボウイカ                ガイその他                 畑円

                64186288

                い丸102,82932,8257848742,20652039658
                I'凹

                ろ〃1036512128
                85,9001.5ア852032505219,517

                43は〃1227022ミ三73
                56,816120210769348                 12708170,623

                に〃6336205922,42口
                年18,13281434フ4
                ほ〃91162068

                63,7202,6ロロ100002口476,32口
                4へ〃2101522

                5,4461441,54436520                 6938,192
                月と〃.17皇4033フ86346604                22ア2821,5101,0891224148.296                979255511

                計662,260
                い丸7一一46135137

                17,ア2410691224219                 283031,469
                ろ〃59642
                41875652102                 18442,711                5

                ぱ〃107663746
                37,8534515634660316350541

                ぺ"5146654、.12
                45,81384ε61073422817248.236

                些〃2232016363411                49,5658.96689276556550ア.                月1ミ≡07162I060.
                544424皇5202420

                ち〃14268.994328316193,860,1321,7282,993661283,654



ぴ

               年月船名操業タイカワハギエソカマヌヒラメアゾ一ホー一ツキヒキニ・'メイカそ雌.合計
               日数ボウガイ㎏円

               153.ち一〇、27
               ろ丸1211.44I一一               54,1339593,887'竹〃4一25470,403

               一

               38440               ぱ〃83               18184               52,9332.6615'12.3531907869118ス029
               1054695               に〃169.5・7.               641,4331,93413,966750655・0312φ4.633
               632039

               ほ〃6・'・4・5               25,0101,2005750500016736,960
               ..。2682-1               14121               へ"96
               12,5971,7621,アア51281,745205一317115,812

               237               と〃21122               21142-I5               88,4918,2155,0781,9872499512104,553               月

               738               1526               ち〃5513535               0ア,一3868657.4492.017444・3395872321,556
               .2069

               ぬ〃5・14               7.6432401,2841.98849.コ1,155



 西.ノ浦(二そう)  姪ノ浜(一そう)

 長崎(Fそう〕

鹿児島

 川内(一そう〕  爾来(一そう)

(第三図  一日当り漁獲量



 (第四囲〕  一そうごち網の浮子と沈子の動き{長崎県水産試験場資料よりi

沈降速度毎分

 掩き上げ速度

12-m

毎分  2q肌

 浮子I方の記録

 沈子方の記録

 捲き.止け開始を示す



 調査を実施した船の漁獲量

         船光軸タイー.イサキI一エ.ソ、カアヌ..合・詞..操業一日数1日当り魚獲量一一
         傘丸967k身16%i3,527(60i29(0.517(0.1〕5,g15(100)39152昭43年3～5月
         1∋丸273(26〕28一(3)220(21・)2α1一一(19)1,065(100、3332〃
         。丸242(64126(フ〕10一(引38口(100)942〃
         D丸418(7)5,27.8(88)47一(1)6,013(何0)54111〃
         週丸119(12-i352(37〕160(17i960(100)3032昭43年6～8月
         F丸620(141、150一(26〕1,179.(2614,499(100プ5680〃
         G丸404(14).446(42〕188(6〕3,41,6(100)5463〃
         H丸,371(521555(13)589(1414,350(100i5284〃

 上段漁獲量k呼

 下"()内パーセント

 B丸

 嶺国の高さが」、さいのば

 1、沈降カがむそく

 2.捲き上がりが早い  網が軽い〕ためによるものと考えられる。

 ○丸

 網口に締りがないのは蜷き上げ速度がお・そいのによ乱

 その後20.馬力の機関に替えたら漁獲は向上したとの・ことである。
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(第五回)  一そうごち網の浮子と沈子の動き(川内市） 左側浮子,右側沈子



沈降速度

 毎分6-4〃

捲上速度

毎分8肌

漁船

漁具

 正栄丸'1・ア6屯一11馬力
 浮子方の長さ30棚(20閣)

 曳網の長さ2丸



浮魚魚群調査

1目的

 こり調査は旋網既存漁場り初漁期並びに終漁期成はやがて漁場が形成される海域や沖合域等
 の新去見漁場となりうると考えられる海域等に卦ける魚群分布状況を魚探或は各種漁具を用いて

 調査し1又業者の要望する調査海域'も含めて実施するものでこの調査とは別個に漁海況予報事
 業,海洋観測定線でも従来ど卦り実施する。
 調査の結果はあbかしめ走められた通信網によ。て業者に還元し業者の漁獲能率の向上を図
 ることを目的とし,文調査による魚種の確認.魚群移動の方向,環境要因等基礎的友資料のし
 ゆう集も卦こなうものである。

2.使用船

 がもめ(14.65屯60馬刀}

 魚探海上電機バングラフ24KO

 言己録レンジ0～100腕

 27MCIW無線電.話機装備(]⊃S]∋)

 さつなん(116.5・7屯.520馬刀〕
 魚探梅上電機D'4一型24KC

 記録レンジー0～100肌

 27-MC工W無線電話機装備(DSB)

 50W無線留話機装・備(S-SB)

3調査期間

     漁海況海洋観測魚群調査使用船調査海域
     昭和43年5月1層ト5月8日かもめ定線
     26月3日～6月i0日"〃宇治
     37月3日～7月6日〃〃

     10月2Eト10月9日さつ右ん〃

     瞬口43年10月11日～〃臥蛇島西方海域
     10月16日     7種千島西部

     610月30日～11月2日〃定線
     フ11月4日～11月13日〃

     811月14～11月19目〃勘島～種子屋久
     912月1日～12月8日〃定線
     10昭和44年1月6日～11月16日〃〃

     1昭和4律1月18Eト〃種子屋久
     1月21日

     122月3日～2月一2日〃定線
     13一3月1Eト3月1一日"〃
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4一調査結果

 (i〕旋網による薩南漁場に白ける水揚状況

 薩南漁場に拾けら旋癌水揚量(枕崎港〕の時期的な変動は傾向的にみて冬～春期と初期の
 2回ピ'クがみbれていた。一)

 この2回のピークは主に種子一.屋久近海での水揚によるものであ{た。

x100t
一一一41年

4一一一一一一42三司三へ

 、、ハ・＼43年

 ガ∵一∴＼..＼
'＼

 1!ノ＼y㌧・
 1234567891011,12・・12。.3月

 第1図旋網による水揚量の月変化(枕崎港)

 しかしをがb薩南漁場の旋網漁況は42年4月以降低調となり.この傾向ぱ43年迄続いた

 が,これば主漁場で看る種子,屋久近海域でのサパ.ムロ了ジ類の漁況が好転し春期漁況は
 やや活況となったカキその後再び不安定な漁況が蝉・ているのカ観状である。1(第1図)
 このような既存漁場に呑ける不安定な漁況は業考船による。

 新規漁場進出の気運が高まる傾向にあ{て魚群調査に対する業者の要望毛高まりつつある。

 (2'漁海況海洋観測定線調査による魚群量出現状況

 海洋観測定線(第3,4図〕で得た魚群量指数の時期的潅変動は冬～春卿⊂卓越すること
 が多いが(第5図i旋縄水揚量のヒ㌧クがみられる。

 指ヌm耳
敢11

 ■第5図魚群量指数の月変化
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 秋期には魚群量としての卓越ばみられていない。

 これは旋網の主漁場であみ種子,屋久近海にむける定線設定の関係でこの海域での魚群が

 殆んど魚群量指数に反映されない結果でこのようなことが魚群量指数の傾向と実際の魚群
 とが大きくかけぱなれゐ原因であろう。

 昭和43年度の調査で得た魚群量指数は第1表のと玲りであ=た。

 第1表海洋観測定線で得た魚群量指数の月変化

           延理数魚群量魚群量指数海域別比率%
           指数鹿足島繭蜀摺ト開聞大隅東部甑近海屋久島近海孝治沖合

           43..6.49681.O41,θ4.5O.040.63.1

           723ア12.95ユ534.611.9

           1094714.568.725.55.8

           11〃1122叉240.86.73.11930,5O.4

           12}66.72.8O.196.70.30.1

           44.、岬3.711.63一フ3Z341.26.0

           セ〃13258.40.291.4

           3〃77-41.488.27ZO

           計6415400-21λ65.961.59-30.43.2O.1

 これでみろと魚群量の卓越は2月にみbれて紅り他の月ぱ100以下であ{た。

 この魚群量指数年水揚華声辛年め雫高下あ百た41年の冬へ春朗の魚群還1華数カモ.1=500
 ～・.・I…一夏脱古一・三一〇・内仲あ坤こと叫べ極端に少ない量で・・年以降雛の記
 録であり薩南'全域的に魚群の出現か少なか二I足ととを示している。
 このことは旋網漁挽が近年にな』不漁であ{たことと一致している。
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第2図 海域区分図

第8図定線図(43年10月以降)

 第4図定線図(43年5月～7月)



主調査海域

 第5図航跡図(4510.11～10,15i

 海域別の魚群量出現傾向は,鹿児島湾内域で比較的顕著で外海域で少なか。たこと.又
 一12月以降大隅東部海域での出現がやや顕著と左i先ことである。
 旋網漁況は種子.屋久近海で44年1月以降好転して知り,このことが12月以降の大

 隅東部梅域の卓越とどのような関速にあつたのか判らないが魚群移動の観点からみて興味
 がもたれる。

 13j特定海域の調査による魚群量出現状況

 43年の薩南海域にむける魚群量仕極端に少なく.主魚場である種千1屋久海域に卦け・
 る漁況の不振もあ官て43年度は既存漁場での調査を主にし第2表のような結果を得た。

 第2表特定調査海域で得た魚群量指数

        魚群量魚群量指数海域別比率%

        年ギ調査海域延理数旨数鹿児島湾内甑近海種千・屋久沖一.一合・'
        43.10臥蛇西.国生曾根

        屋久島近海9230.79ア.72.3

        43.11甑酉沖,梅吉

        曾根,種子,屋久737.10.854.426.619.0
        近緯

        44一挿吉曾根。種子67519-215.484.9
        ポ≡・1屋久近海

日9.6亭..



 調査航跡は第5.6,7図のと拾.りで既存漁場でも海洋観測定線魚群調査同様に魚群の出
 現は極端午少亭く各次調奪と。.も20以下の魚群量指数であ・・先。
 な春調査結果の速報はSSB無線電話(50W、を用い当該漁船の船間連絡時間を利嗣し

 て調査開始当日に予め調査日程と調査海碑を知bせ航程に従筥て逐次魚群の有無一、水温、沙
 流向速等を連絡している。

航跡
魚群反応
位置

 第6図航跡図(4au1ト1L19)

航跡
魚群反応位置

主調査海域

 第7図航跡図(44.u8～L21)



 141今後の方向

 既存漁場に卦ける漁況不振によ。て当該漁船は新規漁場進出の気運が強く.本試に対す

 る新規漁場調査の要望も高まりつつあるので魚群調査とし.ては今後沖合域の未利用漁場調

 査も必要となろう。

 又魚群調査自体は魚群の分布状況を業者船に速報することと漁況週報に利明する段階で
 あるが.今後幾多の問題はあろうが漁況予測の1つの資料として利用できる方向に進む必

 要があろう。

 5.協議会の開催について

 魚群調査実施に先立ち季節的な調査漁場、調査期間,方法、業者船との通報の方法等につ

 いて1=記により会議を開催した。

開催年月日昭和43年3月8日

 議題浮魚魚群調査について

 場所水産センター

主催者県旋網漁協
対象旋網業者

出席者県4名

 水試〃

業者20

 その他2・

言130

 一98・


